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Ⅰ. はじめに
今日, 観光産業はグローバル化とともに大きな経済発展をもたらしてい
る｡ ｢最後の楽園｣ と呼ばれているバリ島は, 世界的に有名な観光地でも
あり, 観光産業からの収入でバリ島の経済は成り立っているといえる｡ し
かし, バリ島における環境問題は深刻化しており, その一つにごみ問題が
ある｡ 海, ビーチ, マングローブ熱帯雨林, 街のいたるところにもごみが
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Ⅵ. おわりに
目立つ｡ このごみ問題に, 観光産業が大きく関わっていることは明らかで
ある｡ バリ島を訪れる観光客, 移住者は, 2002年と2005年のバリ島爆弾テ
ロ事件後は一時的に減少したが, 2006年以降は年々増えている｡ しかし,
外からの観光客は, ごみ問題をもたらすだけでなく, この問題の解決の一
助ともなっている｡ バリ島では外国人運営の環境教育や, 清掃活動を行う
ボランティアグループや非営利団体などが多い｡
本稿では, バリ島におけるごみ問題の現状と, グローバル・ツーリズム
から生じる環境問題という歪みと向き合っている外国人に焦点を絞り, ご
み問題をめぐるバリ島の ｢グローバル現象｣ について考察する｡ 本稿で扱
うデータは, 筆者が2015年９月から12月に, 桃山学院大学経済学部主催の
インドネシア・ディアナプラ大学における研修プログラム BALIALに参
加して調べたものである｡
Ⅱ. 先行研究：バリ島におけるごみ問題
観光産業の発展が環境問題に繋がっていることは, すでに学術内外で広
く議論されている｡ 本章では, 一般雑誌と学術誌の両方から, 先行研究を
振り返る｡
Marshall [2011] は, 週刊誌 TIMEの記事の中でバリ島における環境問
題の深刻さについて述べている｡ 2001年のバリ島における観光客数は約
140万人, 2010年には約290万人に達した｡ 観光客が急激に増えたためにホ
テル業, レストラン等などの観光客向けの設備が増えたことが多くのごみ
を排出した原因と述べられている｡
また, Reid [2014] も雑誌 Surferにおいて, 雨季にはスコールによって
多くのごみが海に流され, それが波でビーチに打ち上げられるという現象
が起こっており, これは年々悪化している状況について指摘している｡ そ
こで, 観光客サーファーたちが, バリ島のビニールの生産, 使用, 販売を
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禁止する請願書をバリ島の知事に提出し, バリ島に集まる一部のサーファー
たちがバリ島での環境問題を解決するために活動していることを述べた｡
永野は, グローバル・ツーリズムがバリ社会にもたらした急激な変化が,
ツーリズムの基盤自体を揺るがしていると言及している [永野 2008：289
290]｡ 永野の事例によれば, バリ島デンパサール市プモンガン村では, バ
ティック工場が排出する汚水が, 灌漑用水を汚し, 稲の育成や水田の水を
飲んだ家畜に影響を与える被害や, 汚染された水田で働く農民の足にかゆ
みがでたという問題が起こっており, それがバティック工房と農民の間で
いさかいになっていた｡ バティックの生産はもともとジャワ島に集中して
おり, 従来バリ島にはバティック生産の歴史はなかった｡ しかし, 観光客
向けや輸出用としてバリ島でもバティックを生産するようになった｡ 1980
年からプカロガン出身のジャワ人がバリ島でバティック工場を経営するよ
うになり, 2000年には観光業が絶頂期を迎え, バティック生産が活発になっ
た｡ 廃液問題が最も農民に悪影響を与えたのもこの頃である｡ 行政村長は
バティック工場の汚水を用水路に流さないように工場側に申し入れたが,
一時的に汚水が減るだけで, 誰も見ていない夜中などに川に流し, 川や用
水路が汚染されていたともある [永野 2008：317321]｡ 行政村長の働き
かけで2003年にバティック工房経営者の会が結成され ｢1. 布を川で洗わ
ない 2. 染料を川へ流さない｣ などの規則が設けられるようになった｡
その後, 農民や JICAの職員による行政村長へのはたらきかけで, 深刻な
廃液問題は表面上では治まった｡ 2000年以降, アメリカの同時多発テロと
クタでの爆弾事件による観光客の減少とともに, バティックの輸出産業は
衰退していった｡ 多くのジャワ人はバティック工房をたたみ, ジャワ島へ
と帰って行った｡
また, 農民にとって深刻な問題は, 用水路に溜まるプラスティック・ご
みの問題である｡ 住人がプラスティック・ごみを川に捨て, その影響で川
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底が浅くなり水田に流れる水をせき止めてしまっているのだ｡ 用水路の掃
除を月に一度してもごみの増加に追いつけない｡ プモガン村の農民にとっ
て農業を続けていく上では解決しなければならない深刻な問題である [永
野：319321]｡ 用水路に溜まるプラスティック・ごみの問題はプモガン村
に限ってのことではなく, 筆者が訪れたギャニャール県ケルパヤガン村も
同じ問題を抱えていた｡ このように, 観光産業の急激な発達や観光客の増
加によってバリ島の環境問題は深刻化しており, 住民への被害もでている
ことが明らかとなっている｡
Ⅲ. バリ島における観光客の増加とごみ問題
実際に, 観光産業の推進がバリ島のごみ問題にどの程度影響をもたらし
ているのかをデータをもとに明らかにする｡
まずは, バリ島の人口について説明する｡ バリ州は８つの県と１つの市
で構成されている｡ また, 県, 市, 下部行政組織には55の郡がある｡ バリ
政府の統計調査によれば, 2015年現在のバリ島の人口は約410万人で, う
ちデンパサール市の人口は約88万人である [Kota di Bali Tahun 2015]｡
2009年から2010年までの人口増加率は４％であったのに対して, 2010年か
ら2013年までの人口増加率が14％と, ここ最近は特にデンパサール市内の
人口が増えている｡
観光産業は, バリ島の中でもとくにデンパサールに集約されており, デ
ンパサール市の人口増加は, 観光産業の発展による労働人口の増加と関係
している｡ 図１が示すように, バリ島を訪れる観光客は近年著しく増えて
いる｡
前述のように, バリ島では2002年と2005年に観光地での爆弾テロ事件が
起こり, その直後には観光客は減少した｡ しかし, 2006年以降徐々に観光
客数は増加の一途をたどっている｡ 2013年にはミス・ワールド予選会や,
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APEC関連各会議場のような国際的なイベントがバリ島で開催され, 観光
客数はさらに増大した｡ 現在では, バリ島を訪れる観光客は400万人にも
なり, この10年で３倍以上も伸びている｡
観光客の増加はバリ島のごみの量にどのような影響を及ぼしているのだ
ろうか｡ 次に, バリ島のごみの排出量を地域別に見ていきたい｡ (図２)
図２から明らかなように, 観光地や住宅地が多いデンパサール市, バドゥ
ン県, ギャニャール県, タバナン県からのごみが全排出の多くを占めてい
ることがわかる｡
また, みどり産業と NTTデータ経営研究所の共同事業団体が2013年10
月28日, 29日, DKP (Dinas Kebersihan dan Pertaman : デンパサール美化
局) により搬入された有機ごみ (DKPによってレストランを含む一般ご
みから有機物を選別したもの) の組成調査を行った (表１)｡ 表１を見る
と, 家庭排出ごみの94％を生ごみが占めていた｡ レストラン系の生ごみは
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図１：バリ島における観光客数の推移
参考：バリ島ガイド編集部 ｢Bali Island｣
Pusat Data Dan Sistem Inmormasi Pertanian Kementerian 2015 “Publikasi Statistik
Penduduk 20102015” を参考に筆者作成
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図２：2010年の各県・市からでたごみ
出所：バリ州政府公共事業省 2011 ｢2010年実績｣
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表１：搬入ごみの組織調査結果
＜10月28日＞
(総量 210 kg＝容器 4.1 kg＋有機ごみ 205.9 kg)
家庭系 重量 (kg) 割合
生ごみ 192.95 94％
プラスチック 4.225 2％
紙 2.45 1％
缶・ビン 5.25 3％
その他(サンダル,木片,電球,カーボン紙,ライターなど) 1.025 0％
計 205.9
＜10月29日＞
レストラン系 重量 (kg) 割合
生ごみ 26 85％
ビニール, 異物 4.425 15％
計 30.425
85％であった｡ 家庭系, レストラン系で生ごみが多くの割合を占めている｡
また, 家庭からのごみの量はレストランのごみの量の約７倍になっている
が, これには, レストラン業者は民間のごみ収集会社に依頼していること
や, 家庭ごみの中に ｢ワルン｣ と呼ばれる小さなレストランも含まれるこ
とが関係している｡ 次にバリ島におけるごみ処理の現状について見ていく｡
Ⅳ. バリ島におけるごみ処理の現状
観光産業の発展によって増加するごみは, どのように処理されているの
だろうか｡ 本節では, バリ島におけるごみ処理の現状について説明する｡
インドネシア共和国では, 家庭から出るごみを ｢一般ごみ｣ としている｡
以下においては, 規定なしの ｢ごみ｣ という表現は一般ごみをさす｡ イン
ドネシアでは, 一般ごみの処理はオープンダンピング形式で最終処分場に
おいてなされている [みどり産業：9]｡ オープンダンピング形式とは廃棄
物を埋め立て処分することである｡
現在, バリ島における一般ごみや一部のレストランの回収は, DKPと
民間業者によって週３回おこなわれている｡ また, 全家庭から平均 2,500
Rp月のごみ処理代が DKPに支払われている｡ 民間業者はごみの選別を
行い, 古紙, 段ボール, プラスチックなどの有価物を回収して売却してい
る｡ ごみ排出者は DKPへの料金に加え, 民間業者による収集に対しても
平均 1,500Rpを支払っており, とくにホテルやレストランなどの大規模
なごみ排出業者は, 毎日, 民間の業者が契約の上で回収している｡ ごみの
収集, 運搬作業などが遅れると悪臭などが出て, 観光業の妨げになること
があるので作業の時間帯などにも注意を払っている｡
また, 市内や最終ごみ処分場には ｢ウエストピッカー｣ と呼ばれる, 廃
棄物の中から有価物を収集する個人事業者もおり, 有価物を収集して売却
している｡ 収集されたごみは, こうした民間業者やウエストピッカーによっ
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て, 選別できる有価物が取り分けられた後, 最終処分場ヘと運搬される｡
このごみ処理の流れを示したのが図３である｡
バリ島スワンに位置する TPA (Tmpat Pembuangan Akhir：最終ごみ処
理場) は, バリ島唯一の大規模なごみ処理場であり, ごみの最終処理場で
もある (以下, TPA)｡ ｢TPAスワン｣ には, デンパサール市, バドゥン
市, ギャニャール県, タバナン県などの広域圏からごみが搬入されて, そ
のまま積み上げられているのが現状である｡ TPAに搬入されるごみの量
は増え続け, 埋め立て場の限度を超えようとしている (図４参照)｡ 図４
を見ると, TPAに搬入されるごみは2012年から急激に増えており, これ
は前述した観光客の増加や観光産業の発展と関係していることが明らかで
ある｡
また, TPAでは頻繁に火災が起こる｡ 2015年12月にも火災が起こり,
消火するのに３日間かかった｡ 腐敗したごみからメタンガスが発生してい
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図３：バリ島におけるごみ処理の流れ
収集
参考：みどり産業株式会社・NTT経営研究共同体
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るからである｡ こうした点においても, バリ島のごみ問題は深刻なもので
ある｡ 2015年10月に筆者が TPAを訪れた際には, 新しい埋め立て場を作
るための工事が進んでいた｡
このように, 観光産業の推進がもたらすごみの量は, すでにバリ島内の
ごみ処理能力を超える勢いで増えており, 深刻なごみ問題をもたらしてい
る｡ バリ島を訪れる観光客が, バリ島でリゾート気分を味わうとすると,
同時にこうしたごみ問題を目の当たりにすることも少なくない｡ 観光産業
の発展がごみの排出量を増やすと同時に, ごみ問題が観光産業に悪影響を
及ぼしかねない状況にある｡
このようなごみ問題に対して, TPAに送られるごみを減らす活動も最
近では見られるようになった｡ DKPや民間業者, また, 非営利組織など
が, 有機ごみの堆肥化事業に取り組んでいる｡ 次節では, こうした活動を
する非営利財団について紹介する｡
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図４：TPAに運搬されたごみの量 (2005年～2015年)
出所：Kepala Dinas Kebersihan dan Petamanan Kota Denpasar 2015 “Rekapitulasi Sampah
Yang Masuk ke Tpa Suwung 20052015”
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Ⅴ. 国際支援を受けたNPOや外国人ボランティア団体によるごみ
問題への取り組み
(1) 非営利財団MBM (Maha Bhoga Marga)
バリ島では, 国際支援を受けた NPOや外国人ボランティア団体による
環境問題や貧困問題の解決に向けた取り組みが多い｡ その１つである非営
利財団MBM (Maha Bhoga Marga：充分な食糧への小道) は, 外国人から
の資金援助を受けたバリ・プロテスタント教会の下部組織である｡ [磯：
163]｡ バリ・プロテスタント教会会議 (GKPB：Gereja Kristen Protestan
Bali Sinodo) は, バリ島における貧困問題を自分たちの課題だと考え,
MBMは貧困対策やごみの堆肥化事業, 貸付業務, 女性が自立できるプロ
ジェクトの企画, 健康増進プロジェクト, バイオガス発電, ごみバンク事
業などの活動をしている｡
では, 実際にどのように有機ごみの堆肥化事業が取り組まれているのか
を, MBM (Maha Bhoga Marga) への聞き取り調査から明らかにする｡ 有
機ごみの堆肥化事業では, MBM専用車が週に１回, ごみ箱を配布した家
庭や施設などから有機ごみを回収する｡ その後, 破砕分別機にかけられ,
破砕された有機ごみは発酵ヤードに２～３週間放置され, 更にふるいにか
けられる｡ そして, 有機肥料としてバリ島内の教育機関などで販売される｡
(2) ボランティア団体 Clean up Bali !
次に, バリ島日本人会によって設立され, バリ島における外国人ボラン
ティアグループの活動団体のうちの一つである Clean up Bali !の取り組み
について紹介する｡
Clean up Bali !の創設者である石橋正光氏は, 2006年にバリ島に移住し
てこられた｡ 25年前に観光でバリ島に訪れた際にウブドの田畑を見て子ど
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1. 分別収集
バリ島内の学校や観光地に設置されている｡
2. MBMの破砕分別機
搬入されてきた有機ごみを破砕分別機にかけ
る｡
3. 発酵ヤード
破砕された有機ごみを発酵ヤードで２～３週
間放置する｡
4. ふるい機
発酵させた堆肥をふるいにかける｡
5. 出荷バリ島内で販売 (主に教育機関)｡
出所：筆者撮影 (2015年10月)
写真１：ウブト, ラヤ・ウブト通り 写真２～５：MBM (Maha Bhoga Marga)
も時代のことを懐かしみ, 将来バリ島へ移住したいと思うようになった｡
しかし, バリ島で暮らしていく中で, 道端, 川, 海, どこにでもごみがあ
ることに気づいた｡ ｢高度経済成長期の日本を見てきた分, このままでは
バリ島でも取り返しのつかないほどの深刻な事態に陥る可能性がある｣ と
考えた石橋氏は, 2008年１月にバリ島日本人会会員の有志で Clean Up
Bali !を結成した｡ 現在, Clean up Bali !は主な活動として, バリ島の教育
機関で子どもを対象にエコ・カルタを使った環境教育や, マングローブ林
や海岸での清掃活動, バリに住む人へのごみ問題の啓蒙活動と, バリにお
けるごみ処理の現状調査などを行っている｡
エコ・カルタは, バリ島における環境問題について学ぶことを目的とし,
｢バリ島の将来を担う子どもが, ゲームをとおして自然の大切さや環境問
題に対する知識を深めることができるように｣ という願いを込めて作られ
た｡ エコ・カルタは, 2009年に Clean Up Bali !のメンバーによって企画さ
れ, 2010年に完成した｡ Clean Up Bali !はバリ島内の小学校, 中学校, 高
校, 大学を回って環境教育の一環としてエコ・カルタ大会を開催している｡
また, 大学祭などのイベントでカルタを販売し, その利益を制作費に当て,
小学校や中学校に無料でエコ・カルタを配布している｡
40枚のカルタの読み札にはすべて環境問題に関する内容が書かれており,
絵札は日本人のイラストレーターによって書かれ, その裏にはその絵に対
応する読み句とインドネシア語での説明が書かれている｡
例えば, ‘Dedaunan bisa kembali menjadi tanah, tetapi plastik tidak’ (葉っ
ぱ類は土に還るけれど, プラスチックは還らない) の絵札の裏面には,
｢葉っぱなど植物のごみは, 土に埋ると分解されて再び土に戻ります｡ 植
物の栄養になります｡ しかし, プラスチックは分解されずに数千年経って
もそのままで残ります｡ 植物の栄養になることもなく, 永久にごみであり
続けるのです｡ プラスチックは生ごみと分けてリサイクルに出し, ごみで
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はなくて, 資源として私たちの暮らしに役立てましょう｣ というような説
明が書かれている｡
石橋氏は, これからはバリの未来を担う若い世代との交流を重要視する
と共に, バリ島に住む人がもっとバリ島の環境問題について考える機会を
作ることと, ホテルやレストランなど多くのごみを排出する観光産業を担っ
ている企業にも清掃活動を促していきたいと考えている｡
Ⅵ. おわりに
本稿では, バリ島における観光産業の発展と, それにともなうごみ問題
の深刻な現状について述べるとともに, 国際協力により設立された非営利
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Ａ
絵札 (表)
Ａ 葉っぱ類は土に還るけれど,プラスチックは還らない｡
絵札 (裏面)
葉っぱなど植物のゴミは, 土に埋る
と分解されて再び土に戻ります｡
植物の栄養になります｡ しかし,
プラスチックは分解されずに数千年
経ってもそのままで残ります｡
植物の栄養になることもなく, 永久に
ゴミであり続けるのです｡
プラスチックは生ゴミと分けて
リサイクルに出し, ゴミではなくて,
資源として私たちの暮らしに役立て
ましょう｡
図５：エコ・カルタの例
出所：Webサイト ｢バリ島の未来のために, 子どもたちへ エコ・カルタ｣ を参考に筆者
作成
財団と外国人ボランティアグループに焦点を絞り, ごみ問題をめぐるグロー
バル現象について考察した｡ バリ島における観光客や住民の人口は年々増
えている｡ バティック工場で働く人々のように観光産業の拡大に伴い, 仕
事を求め他島から来る人もいれば, 石橋氏のように観光をきっかけにバリ
島へ移住してくる人もいる｡ バリ島では, そのような外から来た人々が環
境教育や清掃活動を行うボランティアグループや非営利団体を設立してい
るのが特徴である｡ 世界的観光地であるバリ島では, そのような一種のグ
ローバル現象が色濃く見られた｡
例えば, Clean up Bali !は日本人会の有志によって結成され, MBMは
国際的な協力を受けているように, バリ島のごみ問題改善は外からの支援
によって確立されてきた｡ バリ島内でごみ問題改善に取り組む人が増えつ
つあるが, 多くの活動が外国人主導のものであり, 環境問題に対する現地
の住民意識はまだ低いといえる｡ 住民の意識改革とごみ問題改善活動への
参加がこれからの課題である｡
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